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【研究成果の概要】 （文 字 の大 きさ 9 ポイ ント ・ 字数 800 字 ～ 1600 字程 度

主に 戦後 に 発行 され た 小学 校社 会 科歴 史的 分 野の 教科 書 に広 く当 た るこ とで 、 1950 年代 か ら一 貫

して 、小 学 校教 科書 に は学 習者 の 思考 を促 す ため のメ タ ・デ ィス コ ース （本 文 の記 述に 対 し、 目的

を持 った 読 みを 促す た めの 諸記 述 の総 体） が 書き 込ま れ てい るこ と を確 認で き た。 しか し 、そ のメ

タ・ ディ ス コー スが 学 習者 に促 そ うと する 思 考の 性格 は 、お おま か にい って 、 1970 年代 後 半を 境に

変化 する 。 これ 以前 は 、教 科書 で 扱う 日本 の 歴史 上の 時 代区 分ご と の変 遷（ 推 移や 展開 ） に着 目さ

せ、 かつ そ れぞ れの 時 代の 特徴 を 現在 と比 較 した り関 連 付け たり し て考 えさ せ るよ うな メ タ・ ディ

スコ ース が 多か った 。 しか しこ れ 以後 は、 メ タ・ ディ ス コー スの 語 り手 が「 児 童」 を想 定 した もの

に変 化し 、 本文 記述 の まと め（ 要 約） を作 成 した もの の 発表 とい う 形の ペー ジ にな って い った 。そ

れに 合わ せ て、 学習 者 への 問い か けも 、教 科 書記 述に あ らわ れる 推 移や 展開 を 「ど のよ う に (how)」

とた ずね る 形の もの が 増加 して い った 。一 方 、パ ラ・ デ ィス コー ス （本 文の 記 述へ の付 加 的な 情報

の総 体） に つい ては 、 基本 的に 増 え続 けて い る。 とり わ け、 教科 書 が縦 書き か ら横 書き へ と変 化す

る 1990 年代（ 第 6 次 改訂 ）以 降 の充 実は 顕 著で ある 。 さら に、 こ の第 6 次 学 習指 導要 領 改訂 によ っ

て、 小学 校 歴史 学習 で は、 人物 に 着目 した 学 習が 求め ら れる よう に なっ た。 こ のた め、 教 科書 に

も、 歴史 上 の人 物の 気 持ち につ い て説 明す る パラ ディ ス コー スや 、 気持 ちは ど うだ った か を想 像さ

せる メタ ・ ディ スコ ー スの 記述 が 目立 つよ う にな った 。  

1990 年代 後 半に 日米 の 小学 校の 歴 史授 業を 観 察・ 分析 し た渡 辺雅 子 は、 日本 の 歴史 教育 の 特徴 と

して 、「ど のよ うに (how）」 と問 うこ と、 こ の問 いに よ って さま ざ まな 因果 関 係の 総体 と して の歴 史

の変 化（ 推 移や 展開 ） をつ かま せ よう とし て いる こと 、 そし て、 そ うし た変 化 の中 にあ る 人物 が抱

くで あろ う 気持 ちを 「 どの よう に (how)」と 考え 共感 的 に理 解す る こと が、 こ の変 化を よ りよ く理 解

でき る方 法 であ ると す る信 念を 教 師も 児童 も 受け 入れ て いる こと 、 を指 摘し た （渡 辺雅 子 『納 得の

構造 』東 洋 館出 版社 、 2004 年） が 、本 研究 で 明ら かに し た現 行の 教 科書 記述 の 特徴 も、 こ の分 析に

当て はま っ てい ると 言 えよ う。 例 えば 、時 間 の推 移や 展 開に 関し て 「ど のよ う に (how)」と問 うの

は、 直接 的 な因 果関 係 より も多 様 な状 況に 着 目さ せる た めで ある か ら、 パラ ・ ディ スコ ー スは 多い

ほど 良い と いう こと に なる から で ある 。  

一方 、歴 史 上の 人物 の 気持 ちを 共 感的 に理 解 すれ ば、 そ のよ うな 時 間の 推移 ・ 展開 に関 す る因 果

関係 （な ぜ そう なっ た か） が理 解 でき ると す る信 念は 、 結果 とし て 、授 業に お いて 教科 書 とい う教

材を 軽視 す るこ とに つ なが るこ と も、 本研 究 のな かで 分 かっ てき た 。「 気 持ち 」は 、そ の 状況 に置 か

れた 人間 で あれ ば誰 も がそ う考 え るで あろ う とい う想 像 上の 気持 ち であ って 、 事実 を示 す 資料 等か

ら読 みと る こと とは 異 なる ため 、 根拠 とな る もの を調 べ るよ うな 思 考を 要求 す るも ので は ない から

であ る。 実 際、 複数 の 学校 で授 業 を観 察し た 際、 歴史 上 の人 物の 気 持ち を考 え させ る際 に 、教 科書

をそ の根 拠 とし て使 用 して いた 授 業は なか っ た。 よっ て 、こ のよ う な授 業で は 、児 童が い かに 人物

の気 持ち を 我が 事と し て考 えよ う が、 さま ざ まな 状況 を 視野 に入 れ よう が、 歴 史の 推移 に つい て

は、 教科 書 記述 （や 教 師の 説明 ） が設 定し た 一つ の筋 道 以外 に学 ぶ 余地 はな い もの とな っ てい る。

これ では 、 歴史 学習 の 可能 性と し ては 、限 ら れた もの に なっ てい る と言 わざ る をえ ない だ ろう 。  

しか し、 例 えば 、複 数 ある 因果 関 係の なか で どれ をよ り 重視 する か 、複 数あ る 要因 のう ち 、あ る

要因 を重 視 した 際と 、 別の 要因 を 重視 した 際 とで は、 そ の歴 史の 評 価が 異な る ので はな い か、 等々

とい った 歴 史学 習の 可 能性 は、 現 行の 教科 書 記述 をも と にし なが ら 、授 業で の 活用 の仕 方 自体 で開

けて くる だ ろう 。現 行 の多 様な パ ラ・ ディ ス コー ス記 述 を前 提に 、 その 中に 軽 重を つけ さ せた り、

矛盾 を見 出 させ たり す るこ とは 、 不可 能で は ない から で ある 。こ れ はま だ仮 説 の段 階で あ るが 、本

研究 の成 果 であ る。  

【研究成果発表方法】 

・日髙智彦「「歴史的に考えること」の学び方・教え方」（南塚信吾・小谷汪之編『歴史

的に考えるとはどういうことか』ミネルヴァ書房、2019 年 5 月出版予定）。 

・日髙智彦「小学校における歴史教育の課題―その所在を考える」（総合歴史教育研究会

第 54 回大会研究発表，2018 年 9 月 1 日＠桜美林大学四谷キャンパス） 
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※ 本 経 費 を 用 い て 、 報 告 書 （ 冊 子 等 ） を 作 成 し た 場 合 に は 、 本 様 式 と と も に 1 部 を 提 出 す る こ と 。

な お 、 提 出 さ れ た 報 告 書 は 教 育 実 践 研 究 推 進 本 部 を 通 じ て 附 属 図 書 館 へ 寄 贈 す る 。




